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1 安全かつ効率的な運航を実現するための新たな進

入方式等に関する技術 

 

欧米では、日本においてまだ導入されていない運航方式な

ど新しい技術を用いた運航が行われている。本レポートでは、

航空機の運航において安全性や効率性の向上が見込まれる技

術として、LPV（Localizer Performance with Vertical 

Guidance）運航とその派生であるLP（Localizer Performance）

運航及びRF（Radius to Fix）レグについて紹介を行う。 

 

2 LPV/LP運航 

 

2.1 概要 

LPV運航とは、衛星（SBAS：Satellite Based Augmentation 

System））から送られる位置補正データを活用して、航空機が

水平方向と垂直方向のガイダンスを受けながら滑走路への進

入を行うことができるようにする運航方式である。また、LP

運航とは、衛星の位置補正データによる垂直方向のガイダン

スが地理的な理由、障害物などによって十分に行うことがで

きない場合に行われるものであり、水平方向のみのガイダン

スを受けながら滑走路への進入を行う方式である。 

LPV/LP運航のイメージ 

 

LPV 運航では、滑走路へ進入する際に、空港にもよるが最

大で高度200フィートまで降下を行い、その時点で滑走路等

の視認性により、最終的に着陸するか進入復行をするかを決

めることとなる。これは、現在、日本で行われている精密進

入のうち、カテゴリーI 運航と同レベルの高度まで降下して

判断することができるとものである。また、LP運航では、降

下できるのは、最大で高度300フィートまでとなっており、

その時点で最終的に着陸するかどうかを決める。 

 

2.2 LPV/LP運航の利点 

この運航方式のメリットはいくつかあるが、おおむね整理

すると以下のとおりである。 

〇運航者サイド 

より低高度まで降下してから着陸するかどうかを判断でき

るということは着陸の可能性が高まることに繋がるため、運

航率の向上が期待できる。また、当該運航方式で用いる機上

装置は、他のナビゲーション用の装置と統合することができ

るため、このためだけの追加装置とならず、機上装置のコス

ト削減等を図ることができる。 

〇空港施設サイド 

精密進入などで必要となる地上施設は、本運航方式では不

要であり、多少空港運用のための整備を行ったとしても、コ

スト（初期コスト、メンテナンスコスト）が余り発生するこ

とがなく、導入が行いやすい。 

 

2.3 欧米における活用状況 

米国においては、非常に多くの空港で導入されている。2019

年 1 月 31日現在で、LPV運航を設定している滑走路は 3969

本である。このうちILS（Instrument Landing System）のな

い滑走路は 1938 本であり、地上施設によらず導入できる本

運航方式の利点が発揮されていると見受けられる。なお、LP

運航は、概要でも述べたようにLPV運航が行えない場合の補

助的な位置づけのものであるため、522本となっている。 

一方で、欧州においては、2018年 12月 31日現在で、LPV
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運航を設定している滑走路は450本である。なお、LP運航は、

将来的に導入の可能性はあるものの、現時点では設定されて

いない。 

いずれの地域も毎年、空港・滑走路への導入を増加させて

おり、多くの運航者によって活用されているものと考えられ

る。 

 

2.4 導入に必要な事項 

新しい技術の導入となるため、その安全性を担保するため

の技術的事項などの整備が必要となる。 

大きくわけると、衛星サイドとしては、必要なデータを計

算して送信する機能の追加、運航者サイドとしては、航空機

においてデータを入手し、パイロットへ正確にガイダンスす

るための装置の導入（ナビゲーション装置への機能の追加）、

当該運航を行うための手順等の作成、パイロットが正しい操

作の理解・ガイダンスの認識ができるようにするための訓練

の実施等が必要である。欧米では、これらの内容が制度とし

て整理されており、日本において導入する場合には、同様の

制度設計を行なうことが必要である。 

 

3 RFレグ 

 

3.1 概要 

RFレグとは、航空機があるポイントから他のポイントまで

飛行する際に円弧を描くように飛行する経路のことであり、

特に、高い航法精度で飛行する際に用いられる経路のことで

ある。基本的には、航法精度が±1マイル（飛行時間の95%以

上の時間において、経路中心線から1マイル以内の幅を飛行

することができる精度のこと）以上の経路として設定される。 

これまで、より高機能なFMS（Flight Management System）

の搭載によって、こうした高い航法精度の飛行について、曲

線経路の導入も可能になってきたものである。 

経路のイメージ 

3.2 利点 

こうした経路設定は、特に、空港周辺における細かな経路

設計を行う際に役立つこととなる。従来では、地理的理由や

障害物によって経路設定できなかったところを、一定の航法

精度を前提とすることにより、経路設定できるようになり、

その結果として経路の短縮を図ることができる。 

これは、運航者サイドとしては燃料消費量の削減をできる

ということである。一方で、空港・空域管理者サイドとして

は有効な空域の活用ができるということであり、空域ひいて

は空港の効率性の向上に繋がるものである。また、空港毎の

地域性にもよるが、住宅密集地の上空を避けるような経路設

計ができる可能性があり、その場合には騒音の減少等にも繋

げることができる。 

 

3.3 欧米における活用状況 

欧米においては、RFレグは、高い航法精度で飛行する方式

の付加要素という扱いになっており、既に様々な空港周辺等

で用いられている。 

最近では、高い航法精度によって空港周辺まで飛行を行い、

RFレグを経由して、直接精密進入へと繋げる手法である曲線

精密進入が開発されてきている。こうすることにより、常に

高い航法精度をもったまま着陸するまで飛行できることとな

り、安全性や信頼性の向上にも繋がる発展である。 

 

3.4 導入に必要な事項 

新しい技術の導入となるため、その安全性を担保するため

の技術的事項などの整備が必要となるが、既に高い航法精度

で飛行する技術自体は確立していることから、付加的な要素

が必要となるものである。 

RF レグを飛行するためのナビゲーション及び飛行機の経

路維持を行う能力が必要となるが、特に、曲線を飛行するこ

とから、飛行機のバンク角（飛行機を円弧の内側に傾ける角

度）が過度になりすぎないようにしつつ経路を維持して飛行

できることが重要である。また、付加的なものとはいえ新し

い要素であることから、パイロットとしては、こうした経路

に関する理解・操作に関する知識が必要である。 

 

4 まとめ 

 

昨今、航空関係では、無人航空機やE-VTOLのように航空機

自体の技術革新も目ざましいところではあるが、一方で、飛

行機をどのように飛行させるのか、どのように管理するのか、

といった手法についても従来から継続した研究開発が進めら
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れている。こうした様々な角度から技術を発展させることに

より、より空の自由度や利便性が高まり、また環境や地域と

の親和性が高まることが望ましい。 
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